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1.　食品成分 の調理におけ る変動，また病人食の献立

と摂取量 との関係 などについて研究 する目的で今回は無

機成分の定量法を検討する。

2.　食品を乾燥，灼熱 灰化し，脱シ リカ後硝酸に溶解

して試料とし た。Ca とMg はCd-EDTA 反応せし め

てCd とおきかえ，アンモニ ヤの 量に よ ＼)  Ca 単独お

よびCa,    Mg 合量を求 めた。Fe はシ ュウ酸 を加えて

pHl で測定した。Ｐ はpH 0.7 で ビ スマス塩をつくり

過剰 のビ スマス量 から求 めた。以 上の主要成,分は直流ポ

ーラログラフ法に よった。 微量成 分は上 の試料溶液より

つ ぎの方法で抽出処理後，交 流ポーラログラフ法で測定

し た｡試料溶液 をpH 8.5 で ジチゾン一ベンゼン溶液で 抽

出し た。こ れを希過 塩素酸 で逆抽出し，この中からPb,

Cd, Zn を求 めた。 逆抽出した残 り有機相を 過塩素酸処

理後希過塩素酸溶液とし てこの中からCu,  Ni, Co を測

定し た。 最初抽出した残 りの水相をpH9 で オキシ ン一

クロロホルム 溶液で 抽出し， 過塩素酸処理後中和し て

Mn を求めた。A1,S に ついては検討中である。

3. 以上 の方法で普通食品中に存在するほとんどナベ

ての無機元 素をポー ラログ ラフ法で測定し うる。特に試

料とし ては本 法の検 討上 すべての元 素を含んでいる必要

上，病人食 をえらび，測定 結果 を他 の方法によるものと

比較 するとともに結果 の利 用について は検討中である。


